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【考察】

　今回初めて、八戸地区介護保険事業者協会が主催する研修会に参加させていただいた。『激動する介護保険の動向』と題し、法人全体の収入が21億と言う神戸福生会の理事長 中辻直行氏（大阪堺市生まれで現在57歳）の講演であった。介護保険に明るい未来はないと言う話から始まり、職員の離職や人材育成

など内容は多岐にわたった。正直なところ、神戸福生会で取り組んでいる人材育成、人事考課に関して、もっと話を訊きたかった。神戸福生会では、介護職員業務自己評価シートを職員が半年ほどかけ作成したとのこと。当法人も人事考課制度を取り入れ、仕事の質や量、積極性など自己評価をした上で、上司が評価をしている。その点では同じではあるが、自己評価シートの項目が細かく、法人が求めている介護職員の像が具体的であると感じた。職員の質の向上を図っていくために、参考にさせてもらいたいと思う。

また、社会保障、制度に関しては、平成19年度より5年間社会保障費を年2200億円削減されるとのことであった。17年10月、18年4月と制度が改正され、介護報酬は下がった。21年度介護報酬の改正の話を聞き、介護保険はどのようになるのか、その中でどのように施設運営に携わっていけば良いのかと考える。実状としてはまず利用率の向上のための取り組みだが、私自身視野を広げ、様々な観点から運営に関し考慮していかなければ発展がないと感じた。

【要旨】


　－激動する介護保険の動向－　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：社会福祉法人神戸福生会　理事長　中辻 直行氏

　　

介護保険→明るい未来はない

中福祉低負担　国民負担→スウェーデン：75％、日本：35％、ドイツ：59％

1． 経済財政諮問会議

平成19年度より5年間社会保障費を年2200億円削減

　　　19年度　生活保護の見直し及び雇用保険の国庫負担削減

　　　20年度　医療制度改正で2200億円削減

　　　21年度　介護保険報酬の改正・年金改正

2． 18年介護保険改正

下がり続ける介護報酬

ホテルコスト・食費の自己負担（17年10月、18年4月）

介護療養型の廃止（13万床）及び医療療養型削減（25万床を15万床）

介護予防の導入（要支援１・２）

3． 21年介護保険改正の課題

医療法人及び非営利法人の特養経営参入（20年4月）

法人経営の社会福祉施設は・・・法人税、固定資産税不要

　　　特養の医療体制の見直し　　　　高齢者の85％→病院で亡くなる

4． 介護報酬は低い？高い？

グループホーム　要介護３　865単位

認知症に特化　収入増→介護度３・４・５の人をとる

経営者は収入の20％　あとは人件費に当てることを考える


5． 間違ったビジネスモデル

制度マーケット＝制度リスク

離職率10％以上を上回ったら、異常である。

6． 人材確保

理念なき事業者に人材無し

専門職の育成→介護・看護マニュアルの作成

　　　　　　　人事考課：業務自己評価シート作成




神戸福正会


昨年度離職率　4.5％（12名／250名）








